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   第１章 総則 

 （趣旨） 

第１条 この規程は、津市消防職員（以下「職員」という。）の教養に関し必

要な事項を定めるものとする。 

 （教養の目的） 

第２条 教養は、職員がその任務を遂行するために必要な知識、技能等の向上

を図り、もって職務の適正かつ能率的な執行を期することを目的とする。 

 （教養の分類） 

第３条 教養を分けて、学校教養、本部教養、所属教養及び委託教養とする。 

２ 学校教養とは、消防学校又は消防大学校に派遣して行う教育訓練をいう。 

３ 本部教養とは、消防本部において行う教育訓練をいう。 

４ 所属教養とは、各所属において行う教育訓練をいう。 

５ 委託教養とは、消防学校及び消防大学校以外の機関に委託して行う教育訓

練をいう。 

 （教養の責任者） 

第４条 消防総務課長は、教養の総括責任者として、前条に定める教養を効率

的に実施するため、教養に関する計画を定めるものとする。 

２ 消防本部の課長、室長又は担当副参事（以下「課長等」という。）は、本



部教養の責任者として所掌事務の範囲内において本部教養を推進するととも

に、所属教養を積極的に援助するものとする。 

３ 課長等及び消防署長（以下「所属長」という。）は、所属教養の責任者と

して所属の実態に即した所属教養を実施するとともに、積極的に所属職員の

教育訓練を推進するものとする。 

 （職員の自己啓発） 

第５条 職員は、その職務を遂行するために、絶えず自己研さんと修養に努め

なければならない。 

２ 職員は、教養の責任者が行う教育訓練に、積極的に参加しなければならな

い。 

 （教育情報） 

第６条 消防総務課長は、教育の効果的推進を図るため、必要に応じて教育情

報を各所属に提供するものとする。 

２ 所属長は、教育訓練施設、教材、教育技法等教養の改善及び向上に資する

と思われる情報を教育情報通知書（第１号様式）により、随時消防総務課長

に提供するものとする。 

 （教養会議） 

第７条 消防総務課長は、教養の効果的な推進を図るため必要のあるときは、

教育訓練に関する会議を開催するものとする。 

   第２章 学校教養 

 （呼称） 

第８条 学校教養を受ける職員を学校研修生と称する。 

 （学校研修生の指名） 

第９条 学校研修生は、次に掲げる条件を満たす者のうちから、選考により指

名する。ただし、第１２条の規定による初任科教育は除くものとする。 

 ⑴ 身体強健で勉学に専念できる者 

 ⑵ 学校教養修了後、引き続き勤務することができる者 

 （学校研修生の責務） 

第１０条 学校研修生は、次の事項を守らなければならない。 

⑴ 学校研修生は、派遣された意義を十分に理解し、誠実に勉学、研究等に

努めなければならない。 

⑵ 学校研修生は、消防学校又は消防大学校の規律に従わなければならない。 

⑶ 学校研修生は、修得した知識及び技術を職務に反映させなければならな



い。 

 （学校教養の中止） 

第１１条 消防長は、学校研修生が、疾病、怠慢、不品行その他学校教養を継

続させることが適当でないと認めるときは、学校教養を中止させることがで

きる。 

 （初任科教育） 

第１２条 新たに採用した消防吏員は、消防学校の初任科教育の課程に入校さ

せるものとする。 

 （初任科教育の特例） 

第１３条 消防長は、初任科教育の対象となる消防吏員が採用前に初任科教育

に相当する教養を受けた者であると認めるときは、初任科教育の対象から除

外することができる。 

 （初任科教育の特別措置） 

第１４条 消防長は、採用時期等により、初任科教育の課程に直ちに入校させ

ることが困難な場合は、当面の措置として、消防実務を主体とした教養及び

消防の基本的な教育訓練を実施させなければならない。 

   第３章 本部教養 

 （本部教養） 

第１５条 本部教養は、職員を消防行政の進展に適応させるために行う教育訓

練とする。 

 （本部教養の種別） 

第１６条 本部教養を分けて、訓育、新任教養、幹部教養、専科教養及びその

他の教養とする。 

２ 訓育とは、職員に対し、社会環境の変化に適応する幅広い人格及び実行力

を備えた消防人の育成を図るために行う教養をいう。 

３ 新任教養とは、新規採用職員に対し、公務員の在り方、消防業務及び組織

等を理解させるために行う教育訓練をいう。 

４ 幹部教養とは、幹部職員に対し、各階層に応じた必要な知識、技能及び管

理監督能力の向上を図るために行う教育訓練をいう。 

５ 専科教養とは、各部門の担当職員別に、職務の遂行に必要な専門的な知

識・技能を修得させるために行う教育訓練をいう。 

６ その他の教養とは、前各項以外の教育訓練をいう。 

 （教養責任者の責務） 



第１７条 課長等は、常に適切かつ効果的な教養の実施に努めなければならな

い。 

 （本部教養の実施方法） 

第１８条 本部教養は、対象職員を特定の場所に集合させ、又は教養実施者が

所属を巡回して行うものとする。 

２ 前項の教養は、講演、講義、討議、事例研究、実習（実技）、訓練、視聴

覚、実地踏査及び発表（意見、体験、研究事例等）等の方法により行うもの

とする。 

   第４章 所属教養 

 （所属教養） 

第１９条 所属教養は、職務能力及び職員としての資質の向上を図るため、職

務に係る知識及び技術について各所属職員に対して行う教育訓練をいう。 

 （教養実施の責任） 

第２０条 所属長は、常に所属の職員に対し適切かつ効果的な教育訓練を行わ

なければならない。 

 （教養担当責任者） 

第２１条 各所属に、教養担当責任者を置く。 

２ 教養担当責任者は、消防本部の各課においては担当主幹、各署においては

副署長をもって充てる。 

３ 教養担当責任者は、所属長の命を受け、所属教養の推進を図るものとする。 

 （教養担当者） 

第２２条 各所属に教養担当者を置く。 

２ 教養担当者は、教養事務を担当する担当副主幹、副主幹又は主査をもって

充てる。 

３ 教養担当者は、教育担当責任者を補佐するとともに、教養事務の適正な処

理に努めなければならない。 

 （教養担当責任者の責務） 

第２３条 教養担当責任者は、所属教養を円滑に推進するため、次に掲げる事

務を行わなければならない。 

⑴ 教養計画に基づく教養の実施 

⑵ 内部講師の育成 

⑶ 教養実施者の選考及び連絡調整 

⑷ 教材、教養資料の収集及び作成 



⑸ 所属に応じた研修内容の把握 

⑹ 消防総務課との連絡調整 

⑺ その他教養に関すること。 

２ 教養担当責任者、教養担当者及び幹部職員は、日常業務を通じ、所属職員

に必要な所属教養を実施しなければならない。 

 （教養の時期） 

第２４条 所属長は、次に掲げる場合に教養を実施しなければならない。 

⑴ 新規採用職員が配属されたとき。 

⑵ 職務内容や執務要領が変更されたとき。 

⑶ 法令、条例、規則、規程等が制定され、又は改正されたとき。 

⑷ 新しい機械器具等が配置されたとき。 

⑸ 特別な訓練、行事等を行うとき。 

⑹ その他所属長が必要と認めるとき。 

 （所属教養の実施方法） 

第２５条 所属教養の実施方法については、第１８条の規定を準用する。 

 （消防本部の特例） 

第２６条 消防本部の所属長は、第１９条から前条までの各規定のうち、その

所属における職務遂行上必要なものを選定して教養を実施するものとする。 

   第５章 委託教養 

 （委託教養） 

第２７条 委託教養は、消防業務に必要な専門的知識及び技能を消防学校及び

消防大学校以外の機関に委託して修得させるものとする。 

 （呼称） 

第２８条 委託教養を受ける職員を、委託研修生と称する。 

 （委託研修生の指名等） 

第２９条 委託研修生の指名、責務及び教養の中止については、第９条から第

１１条までの規定を準用する。 

   第６章 その他 

 （講師） 

第３０条 教養の責任者は、必要があると認めるときは、学識経験のある者又

は職員を講師とすることができる。 

 （効果測定） 

第３１条 消防長及び所属長は、必要があると認めるときは、教養効果の測定



を行うことができる。 

 （委任） 

第３２条 この規程に定めるもののほか、必要な事項は、消防長が別に定める。 

   附 則 

 この訓は、平成１８年１月１日から施行する。 

   附 則（平成２２年３月３１日消防本部訓第２０号） 

 この訓は、平成２２年４月１日から施行する。 
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